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オリンピック・パラリンピックは開催されるの？
コロナ感染の拡大、医療体制への逼迫により緊急事態宣言の広がりが続き、

その解除もままならない状態が続いているなか、オリンピックはどうなるん

でしょう？度々世論調査がマスコミで実施されていますが、いずれも開催反対の割合が高いと報道さ

れています。しかし、国際オリンピック委員会（ IOC）のコーツ調整委員長が先月２１日に「緊急宣
言下でもオリンピック可能」という認識を示したそうです。①入国者をできるだけ削減し、②その人

たちの行動管理と健康管理の徹底、③医療体制を見直す。以上の３点を徹底実施すると組織委員長の

橋本聖子氏は述べています。目に見えないウイルスを相手に①～③の対応でどこまで感染予防できる

のか？今まで整えられなかった医療体制をどう整えるのか？ワクチン接種もなかなかすすまない状況

下で開催によるリスクは非常に高いと思います。モデルナとアストラゼネカのワクチンが先月２１日

に特例承認されたことで、接種率の上昇を目指していますが、開催まで２ヶ月を切った時

点で、どうなのよと言いたい国民は多いのではないでしょうか。暗雲しかか見えないのは

私だけでしょうか。「小学校の運動会が中止になるのにオリンピックは開催するの？」と

子どもが先生に聞いたとか。ちまたで有名になっているそうですが、橋本聖子委員長なら

子ども達にどう答えるのでしょうね？
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お産体験談

山の木々に春の風が通り抜ける季節、お腹の赤ち

ゃんと家族と一緒にたくさんたくさんの山を歩きま

した。芽生えの季節、自然の小さな命が、たくさん

の力を与えてくれました。春に生まれた我が家の女

の子は今日で生後一週間。楓菜（かんな）と名付け

ました。

41 歳で自宅分娩。ドキドキはあるものの、楽しみ
がその倍以上でした。結婚前の独身の頃から、吉村

正先生の「自然なお産が地球を救う」という本にお

感銘を受け、もしも将来、結婚して子どもを授かる

事ができたら、自然なお産がしたいと心に強く刻み

ました。

結婚して、滋賀での暮らしが始まり、お腹に新し

生命を授かってから、赤ちゃんを通じてつながった

嬉しい出会いが、心から信頼できる助産師さんとの

出会いでした。一人目もとりあげていただいて二人

目も。今回は予定日が過ぎても陣痛が来ず、できる

ことは最後までやりきろうと決めて、陣痛が来るま

で歩いたりスクワットしたり、階段の上り下り、太

郎坊さんに登ったり、瓦屋寺まで歩いたり。ヨモギ

蒸し、自分でお灸。そして最後の陣痛スイッチは助

産師さんからの紹介で受けた鍼灸でした。

陣痛が来てくれることを願って「で

きることはやりましょう。」と、助産

師さんが心にも体にも寄り添ってくだ

さったことが本当に心強く勇気になり

ました。

なかなか陣痛が来なかったからこその時間。そし

て、新しい出会いや友達の優しさに触れ、お産を迎

えることができました。本陣痛が来てからは良い陣

痛が続いて、あっという間に産まれてきてくれまし

た。

家族みんなで幸せなお産ができ感謝でいっぱいで

す。一人目も二人目も私らしい自然なお産へと導い

てくださった、A 先生、助産師の Mさんサポートし
てくださった A さん、お産塾や映画上映など素晴ら
しい機会を下さった「お産子の家」の助産師のみな

さま、本当にありがとうございます。

人と人のご縁の素晴らしさを改め

て噛みしめたお産でした。M・T 記
A 助産師より

M・T さんのお母さんが出産するときに産婦人科医
から誘発分娩を勧められたのですが、その時それを

断り、自然に陣痛が来るのを待つことを伝えたそう

です。今から 40年程前は出産件数が非常に多く、自
然なお産より誘発分娩が主流の時代でした。「安全の

ために」という理由から、医療の現場ではスタッフ

の多い日勤帯にお産を集中させようと、陣痛誘発剤

を使いお産をコントロールしていたのです。あたか

もそれが“安全である”というように。

しかし、実際はそうではなかったのです。陣痛誘

発剤で過強陣痛となり母児の命を奪った

り、障害を与えたりすることが多発し、

各地で医療訴訟、裁判が行われ、社会問

題となり、「陣痛誘発剤被害者の会」まで
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その9（ニュースレターNo84より）荒川育美 記

できた時代でした。その結果なのか、医学的に陣痛

誘発剤を必要とする以外にあまり使われることがな

くなり、自然な陣痛を待つことが普通となってきま

した。

お産とは生理的なものです。命が地球上に現れた

ときから、命の誕生に医療は関係なかったのです。

自然に普通に生活の場で営まれてきたのです。人類

の永い歴史の中で、お産が医療の現場で行われるよ

うになったのはほんの少し前からです。医療を否定

しているのではありません。有り難いものです。命

を助けてくれます。ただ、待てば産まれ

るお産に医療介入が必要なのか？自然に

産まれるお産が医療機関でないといけな

いのか？と思います。

あれこれ ⑩「薬を飲んだら母乳はダメ？」
母乳で赤ちゃんを育てているお

母さんが体調を壊した、風邪をひいた、頭が痛い、

歯が痛い、インフルエンザにかかった、けがをし

て入院･･･等々、お薬を服用しなければならない

ときがあります。そんな時、周りからおっぱいを

やめた方が良いとアドバイスを受けたり、主治医

や薬剤師からも「授乳しないように。」と言われ

ることがあります。母乳育児によほど理解のある

医師や薬剤師で無い限り、薬品に添付さ

れている「説明書」に従い、お母さんと

赤ちゃんの安全のためを思っての指導を

されます。ですから意地悪で言われてい

るわけではありません。しかし、赤ちゃんへの授

乳をたとえ１日でもやめれば、赤ちゃんの命に関

わってくる重大な事ですから、そう簡単に「母乳

をやめて」と言って欲しくありません。簡単に人

工乳に切り替えるのは赤ちゃんにとっても、お母

さんにとても、とても残念なことです。

本当に母乳を与えてはいけないと言われるよう

な薬は、ごく限られたものですから、お母さん自

身がこのことをよく知っておくことが大切です。

そもそもお母さんが服用した薬が母乳中を通し

て赤ちゃんに移行する量は非常に少なく、赤ちゃ

んに影響する可能性は低いのです。そして赤ちゃ

んに治療が必要な場合は、直接薬を飲

ませたり注射をするのですから、その

ことを考えれば母乳をやめる必要がな

いことをお解り頂けると思います。で

も、大切な赤ちゃんだからこそ、万全を期して守

ってあげたいと思うお母さん、お父さんの気持ち

は、なにより赤ちゃんには嬉しいものだと思いま

す。どうしても気になるようなら、授乳をした直

後に服用するとか、安全と言われている薬を処方

してもらうなどされては如何でしょうか？くれぐ

れもお薬をのんだからと、母乳をやめたりするこ

とのないようにお願いします。

どうしても飲ませない方が良いとき

は、一時的に母乳を搾り捨て、分泌を

維持することが大切です。母乳育児に理解のある

専門家に相談されることをお薦めします。

国立成育医療研究センターホームページには

「授乳中に使用できると考えられる薬」「授乳中

の使用には適さないと考えられる薬」の一覧表や、

授乳と薬の電話相談（妊娠と薬情報センターもあ

ります）も可能です。もし、あなたが主治医に「薬

を飲むなら母乳をやめて」と言われた

ら、これらの情報を参考にしてくださ

い。母乳は赤ちゃんにとって最良の食

品であり、免疫物質であり、温もりで

す。

6月の予定
3 日(木)9:00 ～ 12:00 無料おっぱい相談

野洲兵主コミセン・三宅 090-6972-8911まで
5 日(土)13:30 ～お産子の家開業記念講座 zoom 開催

昭和の“母子健康センター”から、これからのお産や子育てを考える講座
講師：同志社女子大社会学特任教授 山中まき子氏 ❤一般参加OK

6日(日)7:00～太郎坊に登る会
7日(月)10:30～ヨガ教室
11日(金)10:30～バランスボールレッスン

13:00～キッズバランスボール
14日(月)10:30～ベビーマッサージ
16日(水)10:30～産後整体ヨガ

13:00～産前整体ヨガ
19日(土)10:30～オーガズミックバース上映会

ランチあり

13:30～お産塾
21日(月)13:30～ハローベビー教室
26 日(土)10:30 ～ママパパレッスン近江八幡
28 日(月)13:30 ～ベビーマッサージ

おっぱい塾
8日(火)10:15～近江八幡アクア 1F
24日(木)10:00～安土コミセン

10:00～水口ははこ
26日(土)10:00～彦根こどもセンター
28日(月)10:00～お産子の家

各地で開催中
気軽にご参加

詳細は osanko.com
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